
表1 アフリカ諸国と途上国平均の指標の比較 

 サブサハラ・ア

フリカ 

後発発展 

途上国 

発展途上国 

平均余命 (年, 1970年) 45.2 57.3 － 

熱帯性気候の国のシェア 0.89 － 0.59 

人口増加率 (%, 1980-97) 2.8 1.8 － 

内陸国のシェア 0.33 － 0.11 

天然資源輸出/GDP (1970年) 0.18 － 0.12 

交易条件の変動 (1965-92) 16.4 12.8 － 

民族多様性指標 (ELF) 67.6 32.7 － 

汚職指標（1982年） 4.97 6.03 － 

官僚制の質（1982年） 1.38 1.72 － 

制度（1980年） 4.54 － 4.29 

投資率（%, 1997年） 18.0 25.0 － 

財政支出/GDP（1985-89） 0.21 － 0.17 

為替レートギャップ 0.40 0.26 － 

関税率（%, 1996-98） 21.0 13.0 － 

サックス=ワーナー開放度指標 

（1965-90） 0.07 － 0.37 

M2/GDP 0.22 0.35 － 

資本逃避/個人資産（1990年） 0.39 0.14 － 

教育支出/GNP （%, 1994年） 5.9 3.9 
 

（出所）平均余命：World Development Indicators 1998; 熱帯性気候・内陸国・天然資源：Sachs and 
Warner [1997];人口増加率・投資率：World Development Indicators 1999; 交易条件：対数変換した
数値の標準偏差の平均 Collins and Bosworth [1996], cited in Collier and Gunning [1999]; 民族多様
性：0-100の範囲で 0は均質 Department of Geodesy and Cartography of the State of Geological 
Committee of the USSR [1964], cited in Mauro [1995]; 汚職・官僚制・制度：International Country Risk 
Guideの評価 0-6の範囲で大きいほど評価が高い 制度は汚職、官僚制、司法制度、政府による
強制徴用、政府による契約不履行の指標の平均 Knack and Keefer [1995]; 財政支出：総支出から
国防費および利子支払を除いた額 Pradhan [1996], cited in Collier and Gunning [1999a]; 為替レー
トギャップ：公式・非公式レートの差 Easterly and Levine [1997]; 関税率：Collier and Gunning 
[1999]; サックス=ワーナー指標：1965-90年の間で以下の基準から貿易政策が開放的であった年
数のシェア ①関税率が 40%以下②輸入割当や免許が必要な品目が輸入の 40%以下③為替レー
トギャップが 20%以下④輸出に対する極端な規制がない⑤社会主義国でない Sachs and Warner 
[1995a]; M2/GDP：Kings and Levine [1993], cited in Collier and Gunning [1999a]; 資本逃避：Collier 
and Pattillo [1999], cited in Collier and Gunning [1999]; 教育支出：UNESCO [1997] 

 



 


